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2024年（令和６年）5月 2 0日
●＜ろん・ぽわん＞クレソン 再々

●司書の眼　第55 回

　５月はスズランの季節、気の利いた花屋さんの

店先に愛らしいブーケが楚々と並んでいる。フラ

ンス語の初学者は le premier mai ５月１日はメー

デーだが、スズランの日でもあると習うはずだ。

スズランはバラやジャスミンと並ぶ香り成分とし

て名高いが、熱に弱いため香水などの原料として

精油抽出には適さず、調香師が人工的に調合して

香りを作り上げるという。

　この時期フランス西海岸の小さな島ノワールム

ティエ島産のラ・ボノットという高級ジャガイモ

が出荷される季節でもある。そしてあっという間

に消えてしまう。なにしろこのジャガイモは世界

一とも言われる稀少品種で出荷量がごく僅か、か

つとびきり高価だから三つ星レストラン以外にほ

ぼ買い手はあるまい。庶民の口に届くはずもない。

　パリ６区のムッシュー・ル・プランス街 41 番地

にレストラン・ポリドール（Restaurant Polidor）

はある。パリ大学医学部の裏手、地域で言えば中

世以来の文教地区カルチェ ･ ラタンに位置する。

レストランと名乗ってはいるが、飲食店ガイドブッ

クに掲載されているような手の込んだ料理を出す

星付の高級店ではなく、いわゆる普通のビストロ

である。メニューのほとんどは一般家庭で普通に

食べられている定番の家庭料理をプロが調理して

提供する気軽な雰囲気の大衆食堂の趣。赤いギン

ガムチェックの質素なナプキンが敷かれた客席は

ほとんどが長テーブルしかも相席である。勘定を

気にせずそこそこの食事が楽しめる。

　40 年ほど前に一度だけこの店で食事をした

が、今も変わっていない様子だ。ホームページ

(https://www.polidor.com/en/our-story/) を見る

と店の看板も往時のままで、クレムリー・レスト

ラン・ポリドールとある。1845 年創業当初はチー

ズ・バター・卵など乳製品を商っており、片手間

に食事を提供していたらしいが、1890 年以降は飲

食専業となり、以来ヘミングウェイを始め名だた

る文人・文化人が常連として歴史を刻んでいる。

　丁度同じ頃、ホテル王と呼ばれるセザール・リッ

ツが高級ホテルを立ち上げ、近代フランス料理の

創始者エスコフィエがホテル内で高級レストラン

事業を開始している。庶民派の地味なレストラン

と、片や贅沢な食材をふんだんに使い豪華な設え

の中で美食を追求する対比的なタイプの飲食業が

同時期に並び立ったのは単なる偶然なのか。

　ポリドールが今なお長く存続するのは客に支持さ

れ続けるそれなりの理由があるからだ。一方で、ガ

イドブックの高い評価を受ける高級レストランも、

毎年しのぎを削り降格や昇格を繰り返す競争を避け

られない。とりわけ個人店が代を継いで評価を維持

し続けるには相応の努力が強いられるはずだ。

　ポリドールの定番料理は、アッシー・パルマン

チェ、ジャガイモ料理だ。うまかった。（埜村 太郎）
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　４月は年度の切り替えでもあり環境が変わりや

すい季節だ。環境の変化は、私たちの生活にいろ

いろな影響を与える。嬉しい変化もあれば、辛い

変化もある。変化によって心は揺れ動き、解きに

不安やストレスを感じることがある。けれども、

その変化を乗り越えることでより成長し人生が豊

かになっていくのではないだろうか。

縮毛矯正を試す

　私は生まれた時からくせ毛が強く、というより

も父方からの遺伝で髪がまとまらない悩みを何世

代も前から抱えており、毎朝の支度がとても苦痛

だった。昔はパーマをかけたりもしていたが、自

然派美容師さんに出会ってからは、カットのみで

乗り越えてきた。ところが、最近長年通っていた

その美容師さんが実家に帰って地域コミュニティ

の場を作るということで、近いうちに美容院を変

えなければいけない状況になった。娘も同じくせ

毛の悩みを抱えていたが、ある時バイト代を使っ

て縮毛矯正をしたら今どきの JK よろしく、いつで

も髪がサラサラしていてうらやましく思っていた。

娘の髪質の変化を見て、私も縮毛矯正を試してみ

たいなあと日々思っていたのである。

　最近、縮毛矯正の技術は大きく進歩しており、

ダメージを抑えながら自然な仕上がりを実現で

きるようになってきた。縮毛矯正では、まず薬

剤を使って髪の内部にあるたんぱく質シスチン

結合を切断し、髪を柔らかな状態にする。その後、

ヘアアイロンで高熱を加えながら、髪の毛を真っ

すぐに整え、最後に別の薬剤で髪を再び結合さ

せ、真っすぐに伸ばした状態を固定する。昔は

板を使ったりしていたが、最近はヘアアイロン

も進化したので、スーッととかしている間に真っ

直ぐになっていく。強い薬剤と高熱の処理によ

り、髪にダメージがあるのが難点だが、矯正し

た髪は半永久的に真っ直ぐなのだそうだ。髪質

に合わせた薬剤や施術方法を選択することで、以

前よりもより効果的かつ安全な縮毛矯正が可能

になってきている。

　平日たまたま空いた休日に、思い立ち新宿歌舞

伎町のとある美容院を予約した。午前中の歌舞伎

町は、外国からの観光客で溢れかえっていた。時

間つぶしに立ち寄ったドトールでは、日本人の方

が数名、「一体ここはどこ？」と戸惑っている様子

さえ見受けられた。ドン・キホーテの通りにも、

伸縮棒の旗を持ったツアーガイドが、観光客を引

き連れて活発に動き回っている。

　今回選んだ美容院は初めて行くお店だったが、

口コミ評価が高く、くせ毛に特化したメニューも

充実していた。縮毛矯正の施術は午前から３時ご

ろまで半日かかったが、担当の美容師さんもくせ

毛に悩んでいた方だったので、丁寧にカウンセリ

ングをしてくれただけでなく、施術後も自宅での

ケアの仕方など親切に教えてくれた。施術を終え

て鏡を見た瞬間、驚きと感動で言葉を失った。ま

るで Instagram の広告のようである。これまでく

せ毛で悩んでいた髪がまるで別人のようにサラサ

ラで、美しい輝きを放っている。縮毛矯正のおか

げで、朝のスタイリング時間が大幅に短縮された。

以前は毎朝 30 分以上かけて髪を巻いたり、スト

レートアイロンで伸ばしたりしていたが（嘘）、今

では簡単にスタイリングでき、くせ毛による広が

りやパサつきがなくなり、髪質が改善されたこと

で自信を持って外出できるようになった。周りの

人からも髪を褒めてもらうことが増え、ちょっと

おしゃれもしようかという気にもなり、気持ちが

明るくなった。

　くせ毛で悩んでいる方は、ぜひ縮毛矯正を試し

てみることをおすすめする。縮毛矯正は決して安

い施術ではないが、その効果は絶大で、半年に一

度施術するとしたら、毎日の生活がより時短で快

適になり、自信も向上する。コスパが良いこと間

違いなし。縮毛矯正で QOL 爆上がりを体験してみ

てほしい。

―― 縮毛矯正からＢＥまで――

司書の眼　第５５回

鷹野　祐子
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りいくとは考えられない。時間をやりくりして手

を出した方が効率の良いように思われた。今でき

ることは、家族で過ごす時間を増やし、思春期な

りの子どもの心の支えとなることがこの子の場合

には必要なのではないかと分析した。

　登校渋りは、子どもにとっても親にとっても辛

い経験である。学校に行くことはすべてではない

が、教育を受ける権利が侵害されているとしたら

大きな問題である。その子に合わせて適切な対応

策を講じることで、乗り越えることができるので

あれば、子どもの気持ちに寄り添い、必要なサポー

トをしながら、一緒に成長していきたいと思って

いる。

英語教室の移転

　先日、月１回通い続けてきた英語教室にいくと、

今日でこの場所が最後で次回の場所は未定とい

う。５年前から元高校の英語教員がボランティア

で始めてくださったこの教室は、数少ない Basic 

English（ＢＥ）が学べる場であり、英語学習への

情熱を育んでくれた場所であった。学生時代、暗

記が大嫌いだった私は、英語に苦手意識を持って

いた。しかし、Graded Direct Method（ＧＤＭ）

とこの教室で出会ったＢＥは、私の英語学習に対

する考え方を大きく変えてくれた。暗記が苦手だっ

た私も、英文を心から理解しながら自然と暗唱す

ることができるようになった。ＧＤＭの解説は、

まるでパズルを解くような楽しさがあり、英語学

習へのモチベーションを大きく高めてくれる。移

転の理由は、場所を貸してくれた方の気持ちの変

化ということだった。

　教室を貸してくれていた方は、ＢＥの英語教師

である母親から英語を学び、大学院を経てコロン

ビア大学で学んだ。コロンビア大の面接では、Ｂ

Ｅの重要性や今後の自分の研究について熱く語っ

たのだが、偶然ＢＥの第一人者が面接官だったの

で合格させてもらえたのかもしれない、と謙遜さ

れていた。アメリカでの学習はとても大変であっ

たけれど、母親から教わってきたＢＥで誰とでも

話すことができ、また、同窓生もそれぞれ国際的

に活躍していて、ＢＥを日本で広めることは海外

登校渋り

　長女はサラサラ髪の JK を謳歌しているが、次女

はこの春地元の中学に進学した。彼女は幼い頃か

ら環境への不安が強く、集団生活になじめない傾

向がある。小学校入学式では、校庭の木に登って

通りを見ながら親が帰ってくるのを待っていたり、

授業中に学校から抜け出し家に帰ったりしたこと

もあり、学校側は突然消えた生徒を大捜索する騒

ぎとなった。とはいえ、明るくものおじしない性

格のおかげで友達関係は良好で、友人の助けがあ

ればなんとか学校に登校できていた。しかし、不

注意傾向のため授業内容を理解しようという気持

ちが保てなかったので、読み書きができない学習

障害ディスレクシアとして周りの配慮をお願いし

ていた。成長していく過程で、学習の必要性を本

人が感じるのを待っていた。環境の大きな変化と

中学での学習にも大きな不安を抱えているようで、

入学式の翌日から学校へ行きたくないと言い出し

た。私も夫も子どもよりも早く出勤していたが、

「行きたくない」という子を置いて出勤はできな

い。職場の理解もあってお休みをもらってみると、

登校できる日もある。もしかすると学校の用意を

一緒に確認し、登校時間に安心して「いってらっ

しゃい」と言ってほしいのかもしれないとも思っ

た。この子の出産時は、育休も夫が取得しすぐ保

育園に入園したため、あまり時間をかけてあげて

いなかった。働くお母さんたちは多くの場合「いっ

てらっしゃい」「おかえりなさい」が言えない。在

宅勤務ができたこともあったが、多くの企業で出

社を求めるスタイルに回帰している。

　さてと、ここらで数年間は育児に時間をかけ、

子どもの不安を取り除いてあげてもいいかもしれ

ないと考えた。学校の担任の先生とも即面談を行

い現状について相談し、学習障害への理解とサポー

トをお願いした。幸い、ディスレクシアの対応を

前任校でされている経験のある先生だったので、

大変理解があり、機器の使用も検討してくれると

いうことだった。休んだ日は低学年の学習から積

み上げていく。個別指導や学習塾に通わせ、学習

面のサポートを外注することも考えるが、なにせ

環境の変化に弱い人種であり、慣れるのにすんな
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どこでも会話できる日本人を育てることであると

いう確信を得たそうである。日本での英語教授法

としてはマイナーなＢＥだが、この信念に基づき、

その方の教室ではＢＥを用いた英語教育を長年行

われてきた。

　しかし、COVID-19 の感染拡大や体調不良で教室

外での英語教育の可能性を探求したいと考えるよ

うになったそうだ。長年、周囲との感覚の行き違

いを感じて辛く過ごしてきたが、高齢になってか

ら自身が発達障害であることを知ったという。小

学校低学年の時は身体も弱く、いじめにもあった。

日本では周囲との摩擦を生み、コロンビア大学で

の生活は比較的過ごしやすかったのだという。こ

れは、アメリカでは発達障害への理解が進んでお

り、多様性が尊重され、また同様の傾向がある人

も多い研究者環境であったからかもしれない。今

回の教室の移転は、その方のＢＥへの情熱を貫き

ながらも、新たな学びの場へと踏み出す決意の表

れであった。教室外での英語教育という新たな可

能性に挑戦し、より多くの人に英語学習の喜びを

伝え、世界と繋がる機会を提供してほしいと思う。

自学の習慣を育む

　絵で算数文章問題を解く私の教室に、小学２年

生から通っている生徒さんがいる。この生徒さん

は、絵を用いた独自の学習法で、算数の能力を順

調に開花させてきた。脳の発達がほぼ完成する 12

歳までこの学習法を継続する予定であったが、付

属中学がない私立小学校に通っているため、中学

受験という新たな壁に直面することになった。こ

れまでの穏やかな学習とは異なる、速さと効率を

求めた学習方法が必要となる。絵で解く算数は、

子どもの理解度を深め、論理的思考力を育むのに

効果的な学習法である。しかし、中学受験という

競争の中では、時間制限のある問題を素早く正確

に解くことが求められる。あと１年で受験に必要

な知識とスキルを習得しなければならないが、受

験を通じて親子とも一回り大きな関係を築いて

いってほしいと思った。

　受験に特化した学習に切り替えることは、子ど

もにとっても大きな変化であり、これまで培って

きた学習スタイルを大きく変えることは、大人び

た子どもでないと抵抗感や不安を感じるかもしれ

ない。また、親が熱中しすぎて子ども本来の良さ

を見失ってしまう危険性もある。比較的のびのび

とゆっくり育ってきたその生徒さんをみると、で

きれば公立中学に行って、高校受験の準備をした

方が良いのでないかと、私は伝えた。

　中学受験は、単に合格すればよいのではない。

中学生活を充実させるための通過点でなければな

らない。合格後、中学校で自学の習慣を育むス

タート地点に立っていることが重要である。そし

て自学の習慣は、将来の学習や仕事においても役

立つ貴重なスキルとなる。言うまでもないが、自

学とは、自分が楽しいと思うことが最重要課題で

ある。中学受験という大きな変化に直面している

小学生にとって、その先の人生を知っている親の

理解とサポートは大きな力となる。その子の個性

やペースを尊重しながら必要なサポートを行い、

途中で中学受験をやめ本来フリーパスで入学でき

る公立中学という選択肢を残しながら、中学受験

の準備を行いどの学校へ行ったとしても中学生活

を通して自学の習慣を育んでもらいたいと考えて

いる。

Do the hokey pokey

　公立中学における教育格差が深刻化している。

中学校では高校受験に向けて生徒が自発的に計画

的な学習に取り組むことが求められる。しかし、

これまで言われた宿題しか経験したことのない多

くの生徒にとって、これは大きなハードルとなっ

ている。多くの学校では、「学習をさせること」と

「知識を暗記すること」を混同しているように見

え、大量のワークを購入し、定期テストまでに提

出させるという形式的な学習が主流である。しか

し、ワークを解くことが理解を意味するわけでは

ない。問題を解くことで一時的に記憶されたとし

ても、理解していない知識はすぐに忘れられてし

まう。真の学びとは、知識を暗記することではな

く、自ら考え、理解し、応用できる力を身につけ



5

 

ることである。そのためには、試行錯誤しながら

自学できる仕組みづくりが重要だが、生徒たちの

成長速度は様々であり、発達の遅い子は学校生活

に適応できず、取り残されてしまう可能性がある。

現在 10 人に１人程度の不登校児がいるといわれる

現状からも、成果が出るまでに３年間では足りな

いかもしれないが、教育の問題を解決するために

は、学校、家庭、地域が連携した取り組みが必要

である。世田谷区桜丘中学校元校長の西郷孝彦氏

が実践した「定期テストや校則を撤廃し、不登校

やいじめもなくなった」中学校のように、学校は

生徒一人ひとりの理解度や学習進度に合わせた指

導を行う必要がある。また、家庭では子どもの学

習状況を把握かつ自立を促すサポートを行うこと

も重要である。安定した家庭への支援とインクルー

シブ教育があってこそ、学習機会の格差を是正し、

すべての子が質の高い教育を受けられる環境を整

えられるのである。

　中学校での学習は、高校受験だけでなく、将来

社会で生きていくための基盤となる。生徒一人ひ

とりが主体的に考え、行動できる力をつけること

が、これからの時代を生き抜くために必要不可欠

なのではないか。

（たかの ゆうこ：医学系研究所図書室）

http://www.showado-kyoto.jp/
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渋沢栄一を知る事典

不朽の大作 「源氏物語」 のストーリー展開、 人

物関係、 時代背景、 作者像、 文学作品として

の影響や関係資料などまるごと理解出来る事典。

探求学習 ・ レポート作成にも役立つ１冊。

源氏物語を知る事典
西沢正史　編

定価 3,300 円

ISBN 978-4-490-10938-2

渋沢栄一記念財団　編

ISBN 978-4-490-10824-8

新装版

（本体 3,000 円 ＋ 税）

多くの企業 ・ 団体の設立 ・ 経営に関わり日本資

本主義の父といわれる渋沢栄一。 社会事業や民

間外交にも尽くした人物像と業績をコンパクトにま

とめた実業家 渋沢栄一を知る最適な入門書。

定価 3,080 円
（本体 2,800 円 ＋ 税）

装丁に
漫画家 山田南平さんの

装画を採用

2024 年
新一万円札の

肖像画に

〒101-0051  東京都千代田区神田神保町 1-17
TEL 03-3233-3741    FAX 03-3233-3746東京堂出版株式会社

公益財団法人

https://www.sinfonica.or.jp/kanko/estrela/est202405.html

